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図書館教育計画
（１） 図書館教育推進全体構想図

武本部 の精神で 未来を 担い，明日を 切り拓く 人づくり

国・世界の施策や法的根拠 学 校 教 育 目 標 学校・子どもの実態

◇ 日本国憲法 ◇学校図書館法 【 つよく ・ ゆたかに ・ かしこく 】 ◇ 校長・教師の教育理念・指導力
◇ 教育基本法 ◇子どもの読書 ○ ねばり強く た く ま し い 子 【体】 ◇ 児童の実態と将来への夢や希望
◇ 学校教育法 活動に関する ○ 明 る く 心 ゆ た か な 子 【徳】 ◇ 学校課題，めざす学校・教師像
◇ 学習指導要領 法律 ○ よく 考 え 進んで 学習する子 【知】 ◇ 持続可能なめざす地域社会像

県・町の教育施策 本校教育の重点実践事項 保護者・地域の実態

①本県の教育委員会の考え方 ◆「時を守り，場を浄め，礼を正す！」 ◇ 保護者の「期待」と「ねがい」
②本県の教育振興計画（長期・中期） ①「関 わ る 力」人間関係構築能力 ◇ 地域社会の実態，「期待と要望」
③本県の学校教育の指導の努力点 ②「見つめる力」見通しを持ち計画性 ◇ めざす保護者（父母）像
◇本部町の「教育主要」推進計画 ③「向 か う 力」課題解決へ向かう態度 ◇ 幼・小・中保護者の連携・融合
◇その他，関係法規及び教育施策 ④「決 め る 力」決断力と実践意欲 ◇ 本部小中校区の情報センター

⑤「進 む 力」協働的に前へ進める実行力

学校図書館教育 の 目 標 本年度 の 重点事項

○ 図書館に親しみ、児童の読書活動への意欲を高め、 ◇児童に親しまれる図書館づくり ◇家庭読書への支援

豊かな人間性をはぐくむ。 ◇図書館利用に関しての指導 ◇学習情報センターとして整備

○ 学校図書館のさまざまな資料に触れ、機能を理解し、 ◇蔵書の充実と環境整備 ◇学習に活用する授業構築

利用できるようにする。 ◇読書への啓発活動 ◇読書へのアニマシオン作戦

○ 多様な資料から目的に応じた情報を選び、課題解決 ◇読み聞かせボランティア ◇ブックトークを取り入れる

を図れるような情報活用能力を育成する。 ◇

図 書 館 教 育 の 運 営 方 針

読 書 セ ン タ ー 学 習・情 報 センター

● 読書意欲を高め、読書の習慣を図る ● 図書の電算化により、管理システムを整備し、学習情報

● 低学年では、本の楽しさ・面白さに触れ、高学年か センターとしての機能を充実させる

らは、自分を豊にする読書活動の工夫を図る ● 図書館を情報センターとして活用し、自らの課題や疑問を

● 家庭読書（家読）を通して、読書習慣の基礎を固める 追究、解決していく子どもを育てる
● 学校図書館教育を通して、「学び方」を学ばせる

低･特支目標 「見つけよう！」 中学年目標 「気づこう！」 高学年目標 「繋げよう！」

読書 ◇本の世界の面白さを知り、楽し ◇色々な読み物に興味を持ち、読書 ◇読書活動を通して、知識を増やし
センター んで読もうとする の幅を広げる 心情を豊にする

学習・ ◇学校図書館に親しみ、利用の仕 ◇進んで学校図書館を利用する態度 ◇学校図書館を積極的に利用し、
情報 方の基本的な知識・技能を身に を培い、適切な資料を見つけ、ま 課題や問題を解決できるとともに
センター 付ける とめることができる その事に対して自分なりの意見を

持つことができる

読 書 活 動 各 教 科・領 域 等 特 別 活 動 総合的な学習の時間

◇朝読書やブックトーク、 ◇積極的・計画的に、学習 ◇児童会活動において、学校 ◇課題の設定、情報の収集、
読み聞かせを通して読書 情報センターとしての、 図書館の仕事を協力し合い 整理・分析、まとめなどの
の習慣化を図る 図書館学習を取り入れる 自主的に実践する 学習場面で適切な資料を活

用することができるように
◇図書委員会と連携し、朝 ◇各教科の目標達成に向け ◇図書委員会では、常時活動 する
会での表彰や読み聞かせ て、情報や資料の検索・ の他に、朝会での表彰や読
雨の日読書などを通じ、 収集・処理する能力を養 み聞かせ、その他の取組を ◇課題の探究・解決に多様な
読書の意欲化を図る い、自ら学ぶ力を育成す 行い、自分たちの仕事を自 資料を活用し、多様な方法

る。 主的に実践する態度をはぐ で取り組むことで、さらに
◇読書月間・旬間、子ども くむ 情報活用能力を伸ばす
読書の日などの取組を利 ◇目的に応じた読書や主体
用して読書への興味・関 的な読書の態度が身につ ◇学級活動を通し、学校図書 ◇ＰＣやタブレットの活用と
心を高め、意欲化を図る くように指導する。 館の利用法や情報活用能力 併せて、情報発信や保存の

を身に付ける 仕方も身に付ける

学校図書館教育推進のための基盤（条件整備）

図書館司書の役割 全職員の職能技術 保護者・地域とのコラボ 関係機関とのコラボ

① 図書館教育の目標を策定 ① 図書館を活用した授業づくり ① 地域の人材・資源の活用 ① 小中高校との校種間連携

② 図書館業務の連絡調整 ② 校内・学級読書活動の指導 ② 図書館環境の整備や連携 ② 教育行政との連携

③ 教育課程への位置付け ③ 図書館利用方法の指導 ③ 読み聞かせボランティアと連携 ③ 県・町立図書館との連携

④ 図書館の管理と利用指導 ④ 情報センターとしての活用 ④ 支援センターとの連携強化 ④ 町退職教員｢温新会｣との連携

⑤ 他の図書館との連携 ⑤ 情報や資料等の共有化 ⑤ 保護者 ⑤ 町人材活用バンク(町教委)


